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強い反対の中
３月２9日戦争法（安全保障関連法）が施行されました。

各地で反対の集会が持たれ、東京では国会前に３万7千人の

人々が抗議に結集しました。闘い続けるぞの決意を込めて。

その異様な過程をたどってみると

経過 安倍内閣は選挙では話題を避けてアベノミクスなど
と焦点すり替え、終わると一転して「国民の支持があった」と解

釈改憲で集団的自衛権容認を打ち出しました。これには歴代

の法制局長官や元最高裁判事、与党推薦の憲法学者を含め

て大半の憲法学者も反対。一外交政策の在り方ではなく、憲

法無視で近代民主政治の根本が危機にされるからです。

いままで「まさか実際に戦争に行くなんて｣と思っていた人々

にも危機感は広がり、ママや学生などの間にも自発的な動き

が生まれ、与党自民、公明の人々にも動揺が広がっています。

論点 北朝鮮や中国の動きなどで危機感をあおって安全

保障環境の変化などと集団的自衛権容認の理由を述べ

ていましたが、その後ホルムズ海峡に移り、これも否定さ

れて結局根拠は崩れたまま。

安全 派遣される自衛隊員の安全についても、その根拠

はなく、隊員の中に不安が広がっています。他国の応援

に「駆けつけ警護」を容認し、自衛隊を派遣するといいま

すが、他国が応援を頼むほどに緊迫したところに派遣さ

れて、安全なはずがない。憲法九条の下であり、戦争参

加と認めずに戦争に参加しようとして「戦闘が始まったら

引き上げる」などとごまかしてきたため、自衛隊員が闘わ

されて死亡しても戦死としての保障はできず、逆に殺した

としたら単なる殺人者と扱われかねないのです。

自衛隊の幹部養成のための防衛大学校の今年の卒

業生は４１９人のうち、４７人が自衛隊への任官を拒否した。

昨年の２５人から倍増し、この２４年間で最多となった。入

学した時と違い自衛隊が直面するリスクは格段に大きく

なったからです。

効果 戦争法を強引に決めたら北朝鮮の脅威に対抗で

きるのか。北朝鮮は３月30日にもミサイルを発射したと伝

えられるが抑える手段はない。戦争法は我が国の自衛と

は直接関係がなく他衛なのです。

実際に隊員を殺人者にしないためにもそれが起こる前

に戦争法ストップし、廃止させましょう。

憲法の目指す ほんとの平和は

５月２２日(日)
「憲法学から見た

2015年安保体制」
～ 集団的自衛権・後方支援と憲法9条と73条

お話： 木村草太さん

首都大学東京准教授

13：00開場

13：30開会
流山市生涯学習センター
TX線流山ｾﾝﾄﾗﾙﾊﾟｰｸ駅前

資料代500円

高校生以下無料

九条の会・流山としてリーフと一緒に署名用紙を配布し
ていますが、 記載された世話人の元へ続々と署名が届

いています。郵送の方、自宅まで届けていただいた方など、

そのつど励まされています。

３月１４日、頂いた署名を「総がかり行動実行委員会」の事

務局に届けました。統一署名の形で集めた556筆です。神

田淡路町の一角の建物の３階でした。それ以前に頂いた

署名は国会の議員会館に日本共産党や社民党の議員

の事務所を訪ねてお渡ししています。

流山憲法集会

日本からアメリカにプルトニウム
アメリカはプルトニウムを核兵器に使用する危険をなく

すために、核物質をアメリカに集中させることにした。その

海外の核物質331キログラムの大半は日本だという。

その返還？のためのプルトニウム輸送船はすでに出発した

という。

北朝鮮などを考えると核の拡散は危険なことは確か

だ。しかしアメリカやロシアが持っているのも同じように危

険なのだ。トランプのような人物が大統領になったら何が

起こるか。 しかもアメリカは財政難で処理施設建設停止

状態だ。 最終処分の見通しも立たない。

核で世界を脅して牛耳る時代は過去のもの。



流山
◆４月９日（土）「おおたかの森駅」

１５:３０～ 宣伝・署名

◆４月１９日（火）流山連絡会による宣伝・署名

おおたかの森駅 16：00～17：00
☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺

カンパはこちらの郵便振替口座へ
００１３０-５-４６４７３５ 口座名 九条の会流山

緊急事態法？
「憲法に緊急事態条項があれば東日本大震災の関連死

は防げた」と宣伝しているのは安倍首相などが主導する

日本会議。「緊急事態で人権の制限をしなかったため、物

資の輸送が滞り、燃料不足で病院が停止……関連死が

1600人以上出た。」などの驚くべきこじつけで何としても

戦時体制作り上げようと憲法改悪狙う。

日米同盟むかしといま
高野哲郎

イラク人質事件で凄まじいバッシングを受けた高遠菜穂

子さんは、いま元気を回復し、各地をめぐってイラクの現

実を伝えている。彼女が紹介する映画「ファルージャ」は

米国軍によって壊滅的な被害を受けた街のすさまじい記録

だが、その映画のなかに 日本のもと防衛官僚と言う人が

登場し、自分は｢日米同盟｣絶対だったと発言している場面

があった。「えっ、絶対！」と私は驚いた。どうしてそこ

まで洗脳されたのか。 次の文章を読んでいただきたい。

「１９６０年代当時『同盟』という言葉は日本で非常に

問題があると思われていたため、ケネディー･池田両首脳

は共同宣言の中で日米関係を『パートナーシップ』と呼ば

ざるを得なかった。ところが『驚くべき変化』が起きた」

（2008年日米文化教育交流会議報告書）。

60年安保闘争では組織労働者や全学連だけではなく、作

家や新劇人や高校生がデモに参加し、商店街がストライキ

を行うという事態まで起きた。デモ隊は銀座通りを埋め尽

くした。岸首相は弾圧のため自衛隊出動を要請した。赤木

防衛省長官の反対で実行はされなかったが関東一円の自衛

隊には出動準備のための外出禁止令が出された。訪日のた

めマニラまで来ていたアイゼンハウアー大統領は反対運動

の強さを恐れて訪日を中止した｡大統領の外国訪問が途上

で中止されたのはアメリカの歴史上空前絶後のことである。

反米感情を解消することが日米関係にとって重要かつ緊

急の課題となった。1961年に設立された日米文化教育交流

会議（略称カルコン）には当初、日本研究、アメリカ研究、

3.26 NO NUKES DAYに参加して
６回目の全国集会でした。代々木公園と野外音楽堂で、3つ

のステージとして取り組まれました。私達9条の会メンバー４

人は、12時半過ぎに柏をスタートし、2時前に代々木公園に到

着しました。プログラムはかなり進んでいましたが、郡山から

の福島連帯キャラバンの皆さんや、沖縄から参加した「オール

沖縄会議」共同代表のお話には連帯感と共に励ましを受け取る

ような思いでした。

長いデモは3方向に進み、終着点まで参加出来ましたが、こ

れまでにない変化がありました（久しぶりのため？）。デモの

コールが若さにあふれた決意や要求、例えば「原発いらない！」

「安倍もいらない！」などばかりではなく、通行中の大勢の人

たちに向けた言葉も多かったことです。「関係ないと思うなよ！」

「自分で考えよう！」「選挙に行こうよ！」など、人だかりの

多い街に響いていました。携帯を

デモに向けたり、手を振ったりの

反応もよく見ました。私もプラカー

ドを出来るだけ人波に向けるよう

にして歩きました。参加者は３万

５千人ということでした。

この日の行動をマスコミはあまり報道しませんでした。NHK

では、私は一度も見ませんでした。NHKのビルの真下の光景な

のに…。 （市野谷） 土屋美代子

教育、ニュースメディア、テレビ、博物館交流の六つの小委員

会がおかれた。まさに教育とマスコミの全分野をカバーしてい

た。そしてそれぞれの分野での人物交流、協力事業計画を日米

両国政府に建議した。ケネディー・ライシャワー路線という言

葉は年配の方にはおなじみであろうが、知識人・文化人・労働

組合幹部・政治家・有望な青年達などを米国に送って教育した

のも、その活動の一環である。

カルコンは一時期活動が停滞していたが1980年代「日本をア

メリカのための不沈空母にする」と約束した中曽根時代にカル

コンは強化される。臨時教育審議会にはカルコンメンバーが多

数参加していた。政治家や学者文化人などをアメリカに送り込

んで教育する活動も盛んになった。毎年10人前後の共産党以外

の各党の国会議員を訪米させ教育していた。アーミテージ、ナ

イ両氏もカルコンの重要メンバーである。安倍政権後の2013年

にはカルコンは200人近い国会議員を米国に派遣した、これを

もっと盛んにすると、2014年のオバマ・安倍共同声明が発表し

ているが、その実態は公表されていない。

マスコミや学会、官僚たちに対する50年に及ぶ綿密な教育も

あって「日米同盟」絶対という考えはいまや日本の国是にされ

た観がある。安倍首相の演説はその典型である。この「驚くべ

き変化」がカルコンの活動の成果だ、とカルコンは誇示したの

である。

豊下楢彦は膨大な資料を読み解いて「安保体制こそ戦後日本

のあらたな『国体』となった」のだ、と断言する。（『昭和天

皇・マッカーサー会見』（岩波現代文庫・2008））

そして皇太子はカルコンの集会に出席し、カルコンの趣旨に

賛同し、皇太子の名でアメリカヘの奨学金制度をつくった。

✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡

総がかり実行委員会


